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令和元年 10 月 19 日、20 日に穴吹リハビリテーションカレッジで、「第 10 回香川県訪問リハビリ実

務者研修会が開催され、PT、OT、ST が 40 名参加されました。19 日に言語聴覚士の熊谷大先生が、「東

北で行われている訪問リハステーションの活動紹介～地域における問題解決のプロセス」を講義してい

ただき、「自分の地域における問題は？ その問題に対して何をしていきますか？」というテーマでグル

ープワークを行いました。 

熊谷先生は、香川県の病院で ST をしていましたが、6 年前に東日本大震災の復興支援をするため福

島県南相馬市に行かれました。福島県の原発事故の影響、避難や居住状況など切実な現状を伝えてくれ

ました。訪問リハビリテーション事業所整備推進事業として立ち上げた勤務先の「浜通り訪問リハビリ

ステーション」の理念、事業所としての取り組み、訪問状況を話してくれました。また介護支援専門員

や協力病院スタッフ向けに勉強会を開催したり、市職員と積極的に関わりを持つなど意欲的な活動をさ

れています。 

「私たちはこの地域や人々が大好きであり、一住民としてより地域に溶け込んでいき、地域に根差した

ステーションをみんなで構築していきたい。」との力強い言葉が印象的でした。今度は香川県言語聴覚

士会で講演をしてくれることを約束しましたので、エネルギッシュな熊谷先生に会える日を楽しみにし

たいと思います。 

   

 

 

 

 

第 10 回香川県訪問リハビリ実務者研修会                藤澤 智恵美 



 

 

令和元年 11 月 24 日（日）かがわ総合リハビリテーションセンター講堂において第 1 回失語症カフェ

が開催されました。 

当日は、当事者 16 名、ご家族 15 名という多くの方にご参加頂きました。また、ボランティアとして

10 名の ST や他職種の方々の参加も得られ、総勢 50 名で楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

失語症カフェは武島会長のご挨拶で開会し、自己紹介や談話（茶話）の時間、黒川 ST によるミニレク

チャー、ミニゲームなどが催され、我々ST は会の進行や会話パートナーとしての役割を果たしまし

た。最初は緊張が見られた参加者の方々が、会の後半になるにつれ笑顔に変わっていったのがとても印

象的でした。また、会場では過去に担当されていた ST との再会や、同じ施設でリハビリを受けられて

いた方との再会も多くあり、あちらこちらで思い出話などに花が咲いておりました。 

現在、香川県内には失語症者の方々が気軽に参加できる集いの場（失語症友の会やサロン等）はほとん

ど機能しておりません。また、失語症者の外出機会の減少や孤立感の高揚なども社会的問題として挙が

ってきています。今後、香川県言語聴覚士会として主催するこの失語症カフェが失語症者支援の一端を

担っていけるのではないかと期待しています。 

第 2 回失語症カフェも令和 2 年 1 月 26 日（日）に企画されております。参加者はもちろんボランテ

ィアスタッフも募集しております。 

失語症の方々と共に楽しい時間を過ごしませんか？ご連絡をお待ちしております。 

     

   

第 1 回失語症カフェ開催                      合田 佳史 



 

 

令和元年 9 月 21 日に第 1 回リハビリテーション合同災害対策研修会が穴吹リハビリテーションカレ

ッジにて実施されました。講演では岡山県 JRAT 副会長である國安勝司先生による「平成 30 年 7 月西日

本豪雨での JRAT 活動の報告と課題」を講演頂きました。実際に被災された方への長期的な関わりや、

地域の病院や自治体との連携の重要さについてのお話を伺い災害が起こる前にいち早く準備を整える必

要性を感じました。また、香川県庁の長谷秀彦氏による避難所運営ゲーム（HUG）が行われました。避

難所に様々なケースの方が非難される想定で病院へ優先して搬送されるケースや医療的ケアが必要な方

に対する対応などをグループごとに考えました。災害に対する準備をいち早く整える必要性を考えさせ

られる非常に有意義な研修会でした。また、県士会員一人一人が、いつ災害が起こっても対応できるよ

うなシステム作りや心構えが重要と改めて認識させられました。今後も災害リハに関する研修会が企画

された際には多数のご参加お願い致します。 

 

 

 

 

令和元年 10 月 20 日、香川大学医学部付属病院にて第二回学術企画部主催研修会を開催いたしまし

た。今回は各施設の紹介とお悩み相談として 34 名の県士会会員がご参加くださいました。 

 各施設の紹介は初めての試みでした。発表時間 5 分という短い時間ではありましたが、各施設とても

丁寧にまとめて頂きそれぞれの特色が大変分かりやすかったです。また、発表者は研修会の案内に沿っ

て経験年数の若い方が多く、発表の練習として良い機会になったと思います。 

 お悩み相談では事前に参加者に相談したい内容を募集し、集まった相談内容について成人グループと

小児グループに分かれて解決策を相談しました。内容によっては解決には至らない物もありましたが、

各グループの意見を聞くことで日ごろの悩みについて新たな角度から考えることができる良い時間とな

りました。 

 最後に、今回の研修会の内容についてアンケートを実施しました。34 名全員の参加者から、施設紹

介、お悩み相談共に大変良かった、もしくはよかったという結果を頂きました。このことからも、今回

のみで終了とするのではなく続けて実施できればと考えております。 

第 1 回リハビリテーション合同災害対策研修会               大西 智史 

第 2 回学術企画部主催研修会報告                    綾田 永治    



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

●入会希望の方へ 

 「入会届」の提出と年会費 4,000 円のお支払いをお願いします。 

 

●会員の皆様へ 

 下記に変更があった方は事務局までご連絡ください。 

 ＊職場  ＊名前  ＊連絡先  ＊メールアドレス 

 ⇒「変更届」の提出をお願いします  ※メール、郵送対応可能 

●年会費は年度中のお支払いをお願いします。 

●退会については、事務局までお問合せください。 

 

●届出用紙の提出方法 

 「入会届」「変更届」は県士会ホームページ http://www.normanet.ne.jp/~kagawast/よりダウンロード 

できます。ご入力・記名の上、メールまたは郵送にて事務局までご送付ください。 

 

注意：メールで用紙を送付された方には受領メールを送らせていただきます。受領メールが一週間以内 

に届かない場合は、事務局までお問合せください。 

 

●振込先 

【記号】１６３１０【番号】１８２４９３６１【名前】一般社団法人香川県言語聴覚士会 

  

 ◎他の金融機関からの振込 

【店名】六三八【店番】６３８【預種目】普通預【口座番号】１８２４９３６ 

 

 注意：入金いただきましたら事務局までご一報ください 

 その他、ご不明な点がありましたら、事務局までご一報ください。 

 

 〒761-8057 香川県高松市田村町 1114 

 かがわ総合リハビリテーションセンター 言語療法室内 一般社団法人香川県言語聴覚士会事務局 

 TEL：087-867-6008  Mail：st@kagawa-reha.net ← ＊令和 2 年 2 月頃に新しいメールアドレスに 

変更する予定です。 

事務局よりお知らせ 

http://www.normanet.ne.jp/~kagawast/
mailto:st@kagawa-reha.net

